
1 

県下 17ＪＡの平成 26 年度仮決算（中間決算）の概要 

 

平 成 2 6 年 1 1 月 1 2 日 

静岡県農業協同組合中央会 

 

1. 損 益 状 況 ～経常利益 63.2 億円、全 JA が黒字～ 

（単位：百万円）

増減 比  率

事 業 総 利 益 40,575 ▲ 1,519 96.4% （一般企業の売上総利益に該当）

うち  信   用 21,419 ▲ 898 96.0% （貯金の受入、資金の融資）

共   済 11,958 ▲ 343 97.2% （共済商品の取扱）

購   買 4,248 ▲ 322 93.0% （農業生産資材、生活資材の販売）

販   売 1,724 127 107.9% （農畜産物の市場出荷・直売）

加   工 712 ▲ 32 95.7% （茶など農産加工品の販売）

事 業 管 理 費 35,932 ▲ 596 98.4% （職員の人件費、減価償却費等)

事 業 利 益 4,642 ▲ 923 83.4%

経 常 利 益 6,317 ▲ 895 87.6%

税 引 前 当 期 利 益 6,093 ▲ 1,448 80.8%

前  年  比

26年度

 
 
（1）事業総利益は 405.8 億円で前年比 96.4％と 15.2 億円の減益 

一般企業の売上総利益に当たる事業総利益は、405.8 億円（前年比 96.4％、15.2 億円

減）と 2 期ぶりの減益となった。 

 

 ① 信用事業 

貸出金利息が 6.5 億円、有価証券利益が 4.2 億円減少したこと等により、信用事業総利

益は 214.2 億円（前年比 96.0％、9.0 億円減）となった。 
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 ② 共済事業 

    長期共済保有高や長期共済新契約高が減少したため、共済付加収入が 4.3億円減少し、

共済事業総利益は 119.6 億円（前年比 97.2％、3.4 億円減）となった。 

 ③ 購買事業 

消費税増税前の駆込需要による反動と、一部のＪＡで前年度下期に経済連子会社へ

の業務移管や当年度に店舗を閉鎖したこと等で供給高が減少し、購買事業総利益は

42.5 億円（前年比 93.0％、3.2 億円減）となった。 

 ④ 販売事業 

    ファーマーズマーケット・直売所の取扱高の増加等により、販売事業総利益は 17.2 億円

（前年比 107.9％、1.3 億円増）となった。 

 

（2）事業利益は 46.4 億円で前年比 83.4％と 9.2 億円の減益 

事業管理費は 359.3 億円、前年比 98.4％と 6.0 億円の節減に努めた結果、事業利益

は 46.4 億円（前年比 83.4％、9.2 億円減）と 2期ぶりの減益となった。 

 
（3）経常利益は 63.2 億円で前年比 87.6％と 9.0 億円の減益 

経常利益は、63.2 億円（前年比 87.6％、9.0 億円減）と 2 期ぶりの減益となった。 
 
（4）税引前当期利益は 60.9 億円で前年比 80.8％と 14.5 億円の減益 

税引前当期利益は、60.9億円（前年比 80.8％、14.5億円減）と 2期ぶりの減益となった。 
 
2. 主 要 事 業 量 ～ 貯金残高は 4兆 9,358 億円で堅調に推移 ～ 

（単位：億円）

増減 比率

貯金 49,358 1,104 102.3% 4

預金 34,113 1,359 104.1% -

貸出金 13,342 ▲ 9 99.9% 3

有価証券 3,028 ▲ 244 92.6% -

長期共済保有高 161,567 ▲ 3,672 97.8% 2

長期共済新契約高 7,172 ▲ 1,065 87.1% 2

購買品供給高 303 ▲ 30 91.1% -

販売品販売高 402 ▲ 2 99.5% -

　（うちファーマーズマーケット等 ） 58 3 105.8% -

製品販売高 66 ▲ 6 91.5% -

26年度 全国順位
前年比
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（1）信用事業 
貯金は 4兆 9,358 で前年比 102.3％、1,104 億円の増加、貸出金は 1兆 3,342 億円で前

年比 99.9％、9億円減少と前年並みとなった。なお、全国順位では貯金は、愛知、神奈

川、兵庫に次ぐ 4 位、貸出金は、神奈川、愛知に次ぐ 3位の実績となった。 

（2）共済事業 
長期共済保有高は 16 兆 1,567 億円で前年比 97.8％、3,672 億円減少した。また、長期

共済新契約高は、7,172 億円で前年比 87.1％、1,065 億円減少した。なお、全国順位で

は保有高、新契約高とも愛知に次ぐ 2位の実績となった。 

（3）購買事業 
購買品供給高は 303 億円で前年比 91.1％、30 億円減少した。 

消費税増税前の駆け込み需要の反動等により、肥料で 7億円、農薬で 9億円減少した。

また、一部のＪＡで前年度下期に経済連子会社への業務移管や当年度に店舗の閉鎖を行

った影響で食料品が 2 億円、石油類が 4 億円減少した。 

（4）販売事業 
販売品販売高は 402 億円で前年比 99.5％、2 億円減少した。 

野菜が 4億円、果実が 2億円、ファーマーズマーケット・直売所が 3億円、畜産物が

2億円増加した。一方で、米が 3億円、茶が 9億円、花卉・花木が 2億円減少した。 

 

< 2 月決算ＪＡ> 

伊 豆 の 国   御 殿 場   大 井 川   ハ イ ナ ン   掛 川 市   遠 州 夢 咲 

 

< 3 月決算ＪＡ> 

伊 豆 太 陽   三 島 函 南   あいら伊 豆   な ん す ん   富 士 市   富 士 宮 

 し み ず   静 岡 市   遠 州 中 央   とぴあ浜 松   み っ か び 

 


